
そ の 他 報 告 事 項

資料６

令和元年6月6日

第５回常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川等
大規模氾濫に関する減災対策協議会

①「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調整機能と

情報の充実に向けた」取組状況 p1

②ダムの洪水調節機能について 【別冊】

③「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画の改定 p3

④富山県の土砂災害に対する取組 【別冊】

⑤警戒レベルの新基準 p16

⑥防災・河川環境教育の充実に係る取組 p22

⑦庄川・小矢部川タイムライン検討専門部会の取組 【別冊】

⑧平成３１年度庄川・小矢部川総合水防演習 p31

⑨防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策 p33

⑩国土地理院の話題提供 【別冊】
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○防災教育の今後の進め方イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○平成３１年度も引き続き“支援実施校”を決定し、防災教育の充実を図っていく。 

  

国の支援により作成された学習計画等の資料を都道府県管理河川を含

む協議会に関連する市町村の全ての学校に共有 
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● 概要

学校名 富山市立 新庄小学校

形式
授業参観（国土交通省・富山市役所・
富山地方気象台による出前講座）

日時
平成３０年９月２1日（金）
１３：３０～１４：１５（全体４５分）

参加人数
児童：９６名（５学年）、教員：３名、
保護者：１５名、住民代表：２名

場所 校舎２階の集会スペース

● 水防災学習の内容

● 今回の学習項目

防災・河川環境教育の充実に係る取組

スライドを用いて説明する職員と説明を聞く児童（左：国土交通省、中：富山市役所、右：富山地方気象台）

常願寺川の既往災害（昭和44年8月洪水）の紹介、県内河川（急流）や
地形（扇状地）の特長の説明。新庄小学校校区の浸水想定区域（想定
最大規模降雨）の説明。浸水深に伴う避難の危険性、洪水時の危険箇
所を紹介（国土交通省）
ハザードマップを配布し、児童の自宅周辺や通学路の浸水深を確認し、
非常持ち出し品を確認（富山市役所）
台風の仕組みや進路方向、接近に伴う気象情報を説明。併せて 降雨
による自然の恵みを紹介（富山地方気象台）

● 水防災学習の目的
自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う必
要があることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意し、子
供たちに正確な理解を進める。

● 報道等

積極的な質疑応答がおこなわれた

出前講座において、以下の項目を解説 （４５分）

1. 台風などで大雨が降ると何が起きるでしょう？（５分）
2. 常願寺川で大雨が降るとどうなる？（５分）
3. 新庄小学校の地形の特徴を知ろう （５分）
4. もし、常願寺川の堤防が決壊したらどうなる？ （５分）
5. ハザードマップを確認しよう （５分）
6. 非常時の持ち出し品を確認しましょう（５分）
7. 台風時に最新の情報を確認する方法を知ろう （５分）
8. 雨による恵みを確認しましょう？ （５分）
9. 学習のまとめ・質疑応答 （５分）

国土
交通省

市役所

気象台

北日本新聞（9/22）

富山新聞（9/22）
チューリップテレビ
（9/21）

富山テレビ放送
（9/21）

NHK（9/21）

説明用のスライド
（パワーポイント）

● 概要

学校名 高岡市立 万葉小学校

形式
出前講座
（スライドを用いて、国土交通省職員に
よる説明）

日時
平成３０年７月１９日（木）
１３：４０～１４：２５（４５分）

参加人数 児童：２８名（５年生）、教員：３名

場所 視聴覚室

● 水防災学習の内容

● 今回の学習項目

防災・河川環境教育の充実に係る取組

スライドを用いて説明する国土交通省職員と説明を聞く児童

全国の既往災害（平成30年7月豪雨、平成29年九州北部豪雨、平成27年9月関東・東北豪雨）によ
る浸水被害、土砂災害等の紹介
万葉小学校校区の流域特性（流域に降雨があると河川の水位が上昇し、下流に被害がおよぶ様
子など）の説明
浸水深の深さに伴う避難者の危険性および洪水時の危険箇所の説明
避難時における注意事項の説明

● 水防災学習の目的
自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う必
要があることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意し、子
どもたちに正確な理解を進める。

出前講座において、以下の項目を解説 （４５分）

1. 台風などで大雨が降ると何が起きる？（１０分）

2. 万葉小学校の校区の地形の特徴を知ろう（１０分）

3. 小矢部川の堤防が決壊したらどうなる？ （１０分）

4. 「いのち」を守るためには、どうすればよい？ （１０分）

5. 質疑応答、ふりかえりシートの記入（５分）

説明用のスライド - 24 -



● 概要
学校名 射水市立 大門小学校

形式
防災授業（先生と国土交通省職員によ
り説明）

日時
平成３０年９月２８日（金）８：１５～１４：
４０（各４５分、全体３時間４５分）

参加人数
児童：１３８名（４学年）、１４９名（５学
年）、教員：８名

場所 ランチルーム、5学年教室

● 水防災学習の内容

● 今回の学習項目

防災・河川環境教育の充実に係る取組

スライド等を用いて説明する先生と国土交通省職員（5学年）

全国の既往災害（平成30年7月豪雨）や庄川の洪水（昭和9年7月
洪水、平成16年10月洪水）による浸水被害、土砂災害等の紹介
大門小学校校区の流域特性（流域に降雨があると河川の水位が
上昇し、下流に被害がおよぶ様子など）の説明
浸水深に伴う避難者の危険性、洪水時の危険箇所および避難時
における注意事項の説明

● 水防災学習の目的
自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う必
要があることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意し、子
供たちに正確な理解を進める。

説明用のスライド（パワーポイント）

● 報道等
防災授業において、以下の項目を解説 （４５分）

1. 台風などで大雨が降ると何が起きるでしょう？（５分）

2. 庄川で大雨が降るとどうなる？（５分）

3. 大門小学校の地形の特徴を知ろう （１０分）

4. もし、庄川の堤防が決壊したらどうなる？ （１０分）

5. 避難するときに気を付けること （１０分）

6. 学習のまとめ・質疑応答 （５分） 大門小学校HP（10/1）

ランチルームでの説明（4学年）

富山新聞（9/29）

北日本新聞（10/1）

● 概要

学校名 砺波市立 庄南小学校

形式
洪水災害避難訓練、防災集会
（校舎３階への垂直避難訓練の後、先
生による説明）

日時
平成３０年７月１２日（木）
１３：５０～１５：００（全体７０分）

参加人数 児童：２１１名（全校生徒）、教員：１５名

場所 ホームスペース、ランチルーム

● 水防災学習の内容

● 今回の学習項目

防災・河川環境教育の充実に係る取組

スライドを用いて説明する先生と説明を聞く児童

庄川の洪水（平成30年7月洪水、平成16年10月洪水）、平成
29年九州北部豪雨による浸水被害、土砂災害等の紹介
庄南小学校校区の流域特性（ハザードマップや大雨時の写
真を使用）の説明
浸水深の深さに伴う避難者の危険性および洪水時の危険箇
所の説明
避難時における注意事項の説明

● 水防災学習の目的
自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う必
要があることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意し、子
どもたちに正確な理解を進める。

● 報道等

防災集会において、以下の項目を解説 （３０分）

1. 大雨のときの庄川の様子（７分）

2. 大雨が降るとまちはどうなる？（５分）

3. 庄南小学校に水がくるとどうなる？ （３分）

4. 避難するときに大切なこと（５分）

5. 気をつけるべき危険な場所について（５分）

6. 学習のまとめ・質疑応答（５分） 庄南小学校HP（7/12）

説明用のスライド

左上：NHK 右上：KNB、
左下：チューリップテレビ

（全て7/12 ）

上：北日本新聞
下：富山新聞（共に7/13）
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● 概要

学校名 小矢部市立 東部小学校

形式
出前講座（国土交通省職員による説明
及び、５学年と６学年が合同で受講）

日時
平成３０年１０月１６日（火）
１３：４５～１４：３０（４５分）

参加人数
児童：１６名（５学年）、２１名（６学年）、
教員：４名

場所 視聴覚室

● 水防災学習の内容

● 今回の学習項目

防災・河川環境教育の充実に係る取組

スライド（パワーポイント）を用いて説明する国土交通省職員と説明を聞く児童

全国の既往災害（平成30年7月豪雨）や小矢部川の洪水（昭和28年
9月洪水、平成10年9月、平成20年7月、平成29年10月）による浸水
被害、土砂災害等の紹介
東部小学校校区の流域特性（流域に降雨があると河川の水位が上
昇し、下流に被害がおよぶ様子など）の説明
浸水深に伴う避難者の危険性、洪水時の危険箇所および避難時に
おける注意事項の説明

● 水防災学習の目的
自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う必
要があることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意し、子
どもたちに正確な理解を進める。

● 報道等

浸水区域図で自宅を確認

出前講座において、以下の項目を解説 （４５分）

1. 台風などで大雨が降ると何が起きるでしょう？（５分）

2. 小矢部川で大雨が降るとどうなる？（５分）

3. 東部小学校の地形の特徴を知ろう （１０分）

4. もし、小矢部川の堤防が決壊したらどうなる？ （１０分）

5. 避難するときに気を付けること （１０分）

6. 学習のまとめ・質疑応答 （５分）
東部小学校HP（10/22）

NHK（10/16 ～10/17）

左：富山新聞
右：北日本新聞
（共に10/17）

説明用のスライド

防災・河川環境教育の充実に係る取組
● 河川防災発表会の開催（平成３０年１２月３日）

水防災学習をうけて、５年生で「小矢部川に大雨が降ったらどうなる？」「雨の強さ、降り方」「ハザードマップ」「命を守るためには、
どうすればいい」について自ら調べ、４年生に学習成果の発表を行いました。

発表あたっては、写真や図のほかにクイズも盛り込まれるなど工夫がなされ、４年生に命を守るための具体的な知識と心構えを
伝えることができました。
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平成３０年度 ○○市・町○○小 水防災学習 

1 
 

○学習の過程 
流れ 学習活動･内容 指導上の留意事項 

導入 

（5 分） 

１.台風などで大雨が降ると何が起きる？ 

・川が溢れるとどうなるでしょう？  

・山が崩れるとどうなるでしょう？  

・近年は線状降水帯など、激しい雨が降り続く様な天気が発

生しています。 

・天気予報で使われる、雨の強さと降り方の用語を確認しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

（35 分） 

２.○○川で大雨が降るとどうなる？ 

・○○川が溢れたことがあるかどうか、知っている人はいま

すか？ 

 

急流河川の説明から

地形の特徴へ繋げ

る。 

３.○○小学校の地形の特徴を知ろう 

・○○小学校はどこだかわかりますか？  

・○○小学校の周辺はどのような特徴があるでしょう？ 

 

扇状地について説明

をする。 

４.もし、○○川の堤防が、今、決壊したらどうなる？ 

・ハザードマップの見方（氾濫条件や凡例、浸水深など）を

説明する。 

・土砂災害についても注意しよう。 

・○○小学校の回りが 50ｃｍ浸水したらどのようになるでし

ょう 

・○○小学校の回りが 1ｍ浸水したらどのようになるでしょ

う？ 

 

児童の自宅が浸水す

るか確認する。 

５.「いのち」を守るためにはどうすればよい？ 

・「いのち」を守るためにはどうすればよいかの児童との話し

合いを実施する。 

① 早めに逃げる、②安全な道を通って逃げる、③水の流れを

予想する、④建物の上に逃げる 

②  

 

まとめ 

（5 分） 

６.ふりかえりをしよう 

・今日学んだことを振り返りシートに書きましょう。 

・天気予報で大雨が降ることが分かったら、避難の方法を確

認しておきましょう。 

・今日の学習で学んだことや、ハザードマップを、お家でも

う一度、確認しましょう 

 

ふりかえりシートを

記入させる 
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平成３０年度 ○○市・町○○小 水防災学習 

2 
 

〇説明資料（パワーポイント） 

    
1 2 3 4 

    
5 6 7 8 

    
9 10 11 12 

    
13 14 15 16 

    
17 18 19 20 

    
21 22 23 24 
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平成３０年度 ○○市・町○○小 水防災学習 

3 
 

    
25 26 27 28 

  

  

29 30   
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平成３０年度 ○○市・町○○小 水防災学習 

4 
 

○○年○○月○○日 ○○小学校 ふりかえりシート 

  年   組 お名前            

 

 
 

 

Q１.今日の学習を通して、学んだこと、感じたことを書いてください。 

Q２.災害が発生したときに、あなたは、どのようなことに気をつけようと思い 

ましたか？ 

- 30 -



庄川・小矢部川流域の水防技術の向上・伝承及び水防団の士気高揚を図るとともに、幅広い主
体の参加による地域社会全体の防災知識の普及及び防災意識の向上、実践的なシナリオによる災
害対処能力の更なる向上を図ることを目的とし、実践的な演習を実施しました。
■ 開催日時 令和元年5月18日（土） 8:30～11:20
■ 実施場所 庄川左岸（富山県高岡市出来田地先）
■ 実施した演習

水防工法訓練、救出・救護訓練、緊急排水訓練、避難訓練、情報伝達訓練 他
■ 参加機関 55機関
■ 参 加 者 田中国土交通大臣政務官、石井富山県知事、髙橋高岡市長をはじめとする

約2,300人（来賓及び一般見学者含む）

令和元年度 庄川・小矢部川総合水防演習

実施した主な演習

■ 水防工法訓練

■ 関係機関との連携による総合的な訓練

開会式

開会式では、田中国土交通
大臣政務官や石井富山県知
事にご挨拶を頂きました。

■ 沿川地域住民、学生等の
参加による訓練

閉会式

閉会式では、地元小学生による
演習体験レポートの発表、髙橋
高岡市長から挨拶をいただきま
した。

髙橋高岡市長
挨拶訓練のポイント

○関係機関が一体となったタイムラインに基づく実践的な訓練を実施。
○地域防災力向上のための沿川地域住民、学生等の参加による訓練を実施。
○ＮＨＫ、富山新聞など報道機関７社（テレビ３社、新聞４社）で報道。

開会式の様子田中国土交通大臣
政務官

石井富山県知事

小学生による
演習体験報告

水防団による水防訓練
〈川倉工〉

水防団による水防訓練
〈立籠工〉

水防団による水防訓練
〈月の輪工〉

水防団による水防訓練
〈積み土のう工〉

TEC-FORCEによる
緊急排水活動訓練

介護老人保健施設による
要配慮者避難訓練

警察による浸水家屋
からのヘリ救助訓練

富山県立大学
浸水防止対策（土のう積み）

閉会式の様子
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洪水氾濫からの住民避難及び救難・救助訓練

関係機関が一体となったタイムラインに基づく実践的な訓練

高岡市野村地区連合自治会
の方による避難訓練

射水市消防本部による
ロープブリッジ救助訓練

日本赤十字社富山県支部によ
る負傷者搬送・応急手当訓練

高岡市消防本部による
水没車両からの救助訓練

源多良太鼓保存会、富山県警察音楽隊の
演奏によるオープニングセレモニー

高岡市および射水市の小学生による総合学習

港湾業務艇「なごかぜ」
による漂流物調査

災害時応援協定企業
による緊急物資輸送

高岡市上下水道局、高岡市管工事業共同組合による
応急給水の設置および水道管復旧訓練

陸上自衛隊第14普通科連隊と高岡中央赤十字奉仕団
による野外炊飯・炊き出し訓練

情報発信及び展示体験コーナー

土のう積み体験 地震体験

流速体験 パネル展示

豪雨体験

土石流体感3Dシアター 車両展示

富山県、国土交通省、北陸地方防災ｴｷｽﾊﾟｰﾄおよび災害時
協定業者による応急復旧工（大型土のう工・ブロック投入工）
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30 30 21 30

23 2

29 12
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